
美浜発電所１号機　Ａ－湿分分離加熱器加熱管の損傷について
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A湿分分離加熱器仕様

長さ：約14m
胴径：約3.3m
板厚：約25mm
水室材質：炭素鋼

加熱蒸気入口
圧力：約4.9MPa
温度：約275℃

加熱蒸気ドレン出口
圧力：約4.8MPa
温度：約260℃
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（高圧タービンより）
圧力：約0.9MPa
温度：約180℃

蒸気出口
（低圧タービンへ）
圧力：約0.9MPa
温度：約250℃
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対　策

　また、次回定期検査時に当該湿分分離加熱器の
加熱管を、最終管支持板とフィンが引っかからない
構造のものに取り替える。

　破断管（Ａ管）と破口管（Ｂ管）およびＥＣＴの判定基準（減肉深さ１０％）を超えた加熱管等の合計４２本について
施栓し、破断管（Ａ管）および破口管（Ｂ管）とその周辺の管の１０本については、振れ止め防止用の補強棒を挿入した。

推定メカニズム

Ｂ管

プラント出力低下時

加熱管の入口部と出口部の温度差により
熱伸び幅に差が生じたが、その際、Ａ管の
外面フィンと第１３管支持板が引っかかっ
た。

引っかかり

Ａ管② ③ ⑬

その後の熱伸びにより、Ａ管は第２～３管支持板間において
曲がりが発生し、Ｂ管と接触した。その際、両管の外面のフィ
ン同士が偶発的に噛み合うとともに、Ａ管外面のフィンが第
２、３管支持板と引っかかった。

運転再開よる熱伸びにより、管支持板と引っかかった状態のＡ管のき裂が進展し破断
に至った。またＢ管は、Ａ管からの蒸気噴出によるエロージョン減肉により破口した。

蒸気が噴出による
エロージョン減肉による破口発生
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プラント停止時

温度低下により加熱管が収縮する際、管支持板と引っ
かかった状態のＡ管を引っかかっていないＢ管が引張
り、Ａ管にき裂が発生した。
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